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(57)【要約】
【課題】画像処理端末で撮影された撮影画像を時系列で
管理し、観賞用に編集することが可能な撮影画像編集シ
ステム等を提供する。
【解決手段】画像管理サーバ４は、画像処理端末２から
受信した撮影画像データ、およびデジタルビデオカメラ
７－１～７－３から受信した動画像データを管理する。
画像管理サーバ４は、撮影画像データに付随する撮影時
刻を、時刻補正情報に基づいて補正する。そして、画像
管理サーバ４は、補正された撮影時刻に基づいて、撮影
画像データを時系列につなぎ、時系列につなぐことがで
きない時間帯に、動画像データを挿入することで、スラ
イドショーを生成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影手段を備える複数の画像処理端末で撮影された複数の撮影画像から、時系列画像を
生成する撮影画像編集装置であって、
　撮影画像と撮影した際の時刻情報及び位置情報とを紐付けて記憶する記憶手段と、
　時刻情報及び位置情報に基づいて、前記記憶手段から前記撮影画像を取得する画像取得
手段と、
　取得した前記撮影画像を、前記時刻情報に基づいて時系列に並べ、時系列画像を生成す
る生成手段と、
　を備えることを特徴とする撮影画像編集装置。
【請求項２】
　前記記憶手段は、更に、特定の人物の位置情報及び時刻情報を時系列に記憶し、
　前記画像取得手段は、前記特定の人物の時系列の前記位置情報及び前記時刻情報に近い
前記位置情報及び前記時刻情報をもつ前記撮影画像を取得する
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮影画像編集装置。
【請求項３】
　前記画像取得手段は、時刻情報における所定の時間間隔ごとに、当該時間間隔に前記時
刻情報をもつ前記撮影画像のうち、前記位置情報が多く集まっている位置付近に前記位置
情報をもつ前記撮影画像を取得する
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮影画像編集装置。
【請求項４】
　前記画像取得手段は、取得した前記撮影画像について、ほぼ同時刻となる前記撮影画像
が多い場合には、所定の抽出条件に基づいて、前記撮影画像を抽出する抽出手段を更に備
える
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の撮影画像編集装置。
【請求項５】
　前記記憶手段は、更に、動画像と撮影した際の時刻情報及び位置情報とを紐付けて記憶
し、
　前記生成手段は、前記時系列画像において、前記撮影画像がない時間帯がある場合には
、当該時間帯に前記時刻情報をもつ前記動画像における当該時間帯の部分を、前記時系列
画像に挿入する
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の撮影画像編集装置。
【請求項６】
　撮影手段を備える複数の画像処理端末で撮影された複数の撮影画像から、時系列画像を
生成する撮影画像編集装置で実行される撮影画像編集方法であって、
　撮影画像と撮影した際の時刻情報及び位置情報とを紐付けて記憶する記憶手段から、時
刻情報及び位置情報に基づいて、前記撮影画像を取得する画像取得ステップと、
　取得した前記撮影画像を、前記時刻情報に基づいて時系列に並べ、時系列画像を生成す
る生成ステップと、
　を含むことを特徴とする撮影画像編集方法。
【請求項７】
　コンピュータを、撮影手段を備える複数の画像処理端末で撮影された複数の撮影画像か
ら、時系列画像を生成する撮影画像編集装置として機能させるためのプログラムであって
、
　前記コンピュータを、
　撮影画像と撮影した際の時刻情報及び位置情報とを紐付けて記憶する記憶手段、
　時刻情報及び位置情報に基づいて、前記記憶手段から前記撮影画像を取得する画像取得
手段、
　取得した前記撮影画像を、前記時刻情報に基づいて時系列に並べ、時系列画像を生成す
る生成手段、
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　として機能させるためのプログラム。
【請求項８】
　複数の画像処理端末と、複数の撮影画像から時系列画像を生成する撮影画像編集装置と
がネットワークを介して接続される撮影画像編集システムであって、
　前記画像処理端末は、
　撮影画像を撮影する撮影手段と、
　撮影した前記撮影画像を、前記撮影画像編集装置へ送信する送信手段と、
　を備え、
　前記撮影画像編集装置は、
　前記画像処理端末から前記撮影画像を受信する受信手段と、
　受信した前記撮影画像と撮影した際の時刻情報及び位置情報とを紐付けて記憶する記憶
手段と、
　時刻情報及び位置情報に基づいて、前記記憶手段から前記撮影画像を取得する画像取得
手段と、
　取得した前記撮影画像を、前記時刻情報に基づいて時系列に並べ、時系列画像を生成す
る生成手段と、
　を備える
　ことを特徴とする撮影画像編集システム。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理端末で撮影された撮影画像を観賞用に編集する撮影画像編集システ
ム等に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、スマートフォンや通信装置を備えたデジタルカメラ等の撮影機能および通信機能
の両方を備えた多機能携帯端末（画像処理端末）が普及している。その多機能携帯端末の
特徴を利用して、例えば、結婚披露宴など、多くの参加者が密集するイベントにおいて、
会場で撮影された画像を、無線通信により印刷機に送信し、その場で印刷することができ
るサービスも実現化されている。
【０００３】
　しかしながら、各多機能携帯端末から印刷機に送信される画像点数が非常に多くなって
しまった場合、あるいは、画像サイズにより印刷機への画像転送速度が遅くなってしまっ
た場合、印刷物を受け取るまでの待ち時間が長くなってしまい、参加者のサービス利用満
足度が低くなってしまう恐れがある。
【０００４】
　そこで、例えば、本出願人は、先に、特許文献１を出願し、効率良く画像を印刷する技
術を提案している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＰＣＴ　ＪＰ２０１３／０７４７２７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、多機能携帯端末における時計機能は、ユーザによって正確な時刻に調整され
ていない場合がある。そのように、正確な時刻に調整されていない多機能携帯端末で撮影
された撮影画像を、サーバに転送して観賞用（例えば、スライドショー）に編集する場合
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、時系列でのデータ管理が困難になるという課題があった。
【０００７】
　また、不慣れなユーザにとっては、撮影画像を観賞用に編集することが困難であるとい
う課題があった。
【０００８】
　本発明は、前述した問題点に鑑みてなされたもので、その目的とすることは、画像処理
端末で撮影された撮影画像を時系列で管理し、観賞用に編集することが可能な撮影画像編
集システムなどを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前述した目的を達成するための第１の発明は、撮影手段を備える複数の画像処理端末で
撮影された複数の撮影画像から、時系列画像を生成する撮影画像編集装置であって、撮影
画像と撮影した際の時刻情報及び位置情報とを紐付けて記憶する記憶手段と、時刻情報及
び位置情報に基づいて、前記記憶手段から前記撮影画像を取得する画像取得手段と、取得
した前記撮影画像を、前記時刻情報に基づいて時系列に並べ、時系列画像を生成する生成
手段と、を備えることを特徴とする撮影画像編集装置である。
　第１の発明によって、複数の画像処理端末で撮影された撮影画像を管理し、多視点での
時系列画像（スライドショー）を生成することが可能となる。
【００１０】
　前記記憶手段は、更に、特定の人物の位置情報及び時刻情報を時系列に記憶し、
　前記画像取得手段は、前記特定の人物の時系列の前記位置情報及び前記時刻情報に近い
前記位置情報及び前記時刻情報をもつ前記撮影画像を取得することが望ましい。
　これによって、主役等の特定の人物を中心とした時系列画像（スライドショー）を生成
することが可能となる。
【００１１】
　前記画像取得手段は、時刻情報における所定の時間間隔ごとに、当該時間間隔に前記時
刻情報をもつ前記撮影画像のうち、前記位置情報が多く集まっている位置付近に前記位置
情報をもつ前記撮影画像を取得することが望ましい。
　これによって、撮影画像の多く集まっている時間と位置でつないだ時系列画像（スライ
ドショー）を生成することが可能となる。
【００１２】
　前記画像取得手段は、取得した前記撮影画像について、ほぼ同時刻となる前記撮影画像
が多い場合には、所定の抽出条件に基づいて、前記撮影画像を抽出する抽出手段を更に備
えることが望ましい。
　これによって、撮影画像の枚数が多い場合には、撮影画像の枚数を抑えることができる
。
【００１３】
　前記記憶手段は、更に、動画像と撮影した際の時刻情報及び位置情報とを紐付けて記憶
し、前記生成手段は、前記時系列画像において、前記撮影画像がない時間帯がある場合に
は、当該時間帯に前記時刻情報をもつ前記動画像における当該時間帯の部分を、前記時系
列画像に挿入することが望ましい。
　これによって、撮影画像のない時間帯には、別途撮影した動画像を挿入することができ
る。
【００１４】
　第２の発明は、撮影手段を備える複数の画像処理端末で撮影された複数の撮影画像から
、時系列画像を生成する撮影画像編集装置で実行される撮影画像編集方法であって、撮影
画像と撮影した際の時刻情報及び位置情報とを紐付けて記憶する記憶手段から、時刻情報
及び位置情報に基づいて、前記撮影画像を取得する画像取得ステップと、取得した前記撮
影画像を、前記時刻情報に基づいて時系列に並べ、時系列画像を生成する生成ステップと
、を含むことを特徴とする撮影画像編集方法である。
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　第２の発明によって、複数の画像処理端末で撮影された撮影画像を管理し、多視点での
時系列画像（スライドショー）を生成することが可能となる。
【００１５】
　第３の発明は、コンピュータを、撮影手段を備える複数の画像処理端末で撮影された複
数の撮影画像から、時系列画像を生成する撮影画像編集装置として機能させるためのプロ
グラムであって、前記コンピュータを、撮影画像と撮影した際の時刻情報及び位置情報と
を紐付けて記憶する記憶手段、時刻情報及び位置情報に基づいて、前記記憶手段から前記
撮影画像を取得する画像取得手段、取得した前記撮影画像を、前記時刻情報に基づいて時
系列に並べ、時系列画像を生成する生成手段、として機能させるためのプログラムである
。
　第３の発明のプログラムを汎用のコンピュータにインストールすることによって、第１
の発明の撮影画像編集装置を得て、第２の発明の撮影画像編集方法を実行することができ
る。
【００１６】
　第４の発明は、複数の画像処理端末と、複数の撮影画像から時系列画像を生成する撮影
画像編集装置とがネットワークを介して接続される撮影画像編集システムであって、前記
画像処理端末は、撮影画像を撮影する撮影手段と、撮影した前記撮影画像を、前記撮影画
像編集装置へ送信する送信手段と、を備え、前記撮影画像編集装置は、前記画像処理端末
から前記撮影画像を受信する受信手段と、受信した前記撮影画像と撮影した際の時刻情報
及び位置情報とを紐付けて記憶する記憶手段と、時刻情報及び位置情報に基づいて、前記
記憶手段から前記撮影画像を取得する画像取得手段と、取得した前記撮影画像を、前記時
刻情報に基づいて時系列に並べ、時系列画像を生成する生成手段と、を備えることを特徴
とする撮影画像編集システムである。
　第４の発明によって、複数の画像処理端末で撮影された撮影画像を管理し、多視点での
時系列画像（スライドショー）を生成することが可能となる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明により、画像処理端末で撮影された撮影画像を時系列で管理するとともに、位置
情報も管理し、観賞用に編集することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施の形態に係る撮影画像編集システムの構成例を示す図である。
【図２】発信機の照射エリアを説明する図である。
【図３】画像処理端末のハードウェアの構成例を示す図である。
【図４】画像管理サーバの構成例を示す図である。
【図５】画像管理サーバの機能構成例を示すブロック図である。
【図６】カメラ情報登録処理を説明するフローチャートである。
【図７】ＩＣタグの処理を説明するフローチャートである。
【図８】撮影画像管理処理を説明するフローチャートである。
【図９】スライドショー自動再生データ生成処理を説明するフローチャートである。
【図１０】図９のステップＳ４５の処理の具体例を説明する図である。
【図１１】図９のステップＳ４８の処理の具体例を説明する図である。
【図１２】図９のステップＳ５２の処理の具体例を説明する図である。
【図１３】図９のステップＳ５３の処理の具体例を説明する図である。
【図１４】スライドショー手動再生データ生成処理を説明するフローチャートである。
【図１５】スライドショー再生処理を説明するフローチャートである。
【図１６】スライドショー再生画面の表示例である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面に基づいて、本発明の実施形態を詳細に説明する。
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【００２０】
［本発明の実施の形態］
（撮影画像編集システムの構成）
　図１は、本発明の実施の形態に係る撮影画像編集システム１の構成例を示す図である。
本実施の形態においては、結婚披露宴会場などのイベント会場において、イベントの参加
者が画像処理端末を用いて画像を撮影し、その撮影画像データをサーバに転送し、観賞用
に編集するシステムについて説明する。
　なお、本実施の形態において、画像処理端末とは、例えば、スマートフォン、カメラ付
き携帯電話機、タブレット端末（携帯情報端末）、デジタルカメラ等を含んだ携帯端末を
指すものである。
【００２１】
　画像処理端末２－１～２－３のユーザは、イベント会場に入場する際、イベント主催者
等より配布されるＩＣタグ６－１～６－３をそれぞれ所持する。
【００２２】
　図１に示すように、撮影画像管理システム１は、画像処理端末２－１～２－３、ＩＤ発
信機３－１～３－３、画像管理サーバ４、ＩＣタグ６－１～６－３、およびデジタルビデ
オカメラ７－１～７－３がネットワーク５を介して接続されることで構成されている。ネ
ットワーク５は、無線ＬＡＮ（Local　Area　Network）等である。なお、ＩＣタグ６－１
～６－３は、それぞれ画像処理端末２－１～２－３に接続できる場合には、画像処理端末
２－１～２－３を介してネットワーク５に接続されていてもよい。
【００２３】
　画像処理端末２－１～２－３、ＩＤ発信機３－１～３－３、ＩＣタグ６－１～６－３、
デジタルビデオカメラ７－１～７－３の数は任意である。
　以下、画像処理端末２－１～２－３を個々に区別する必要がない場合、単に、画像処理
端末２と記載する。また、ＩＤ発信機３－１～３－３を個々に区別する必要がない場合、
単に、ＩＤ発信機３と記載する。また、ＩＣタグ６－１～６－３を個々に区別する必要が
ない場合、単に、ＩＣタグ６と記載する。また、デジタルビデオカメラ７－１～７－３を
個々に区別する必要がない場合、単に、デジタルビデオカメラ７と記載する。
【００２４】
　画像処理端末２は、例えば、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）、ＲＯＭ（Read　O
nly　Memory）、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）、入力部、および表示画面などを実
装した携帯型コンピュータである。
【００２５】
　画像処理端末２は、ユーザによって所定のアプリケーションが起動され、例えば、Wi-f
i接続が指示されると、ネットワーク５を介して画像管理サーバ４に接続する。ユーザは
、画像処理端末２の画面に表示される案内（図示せず）に従って、所持しているＩＣタグ
６のタグＩＤを入力し、デジタルカメラのシャッタを押下する。この操作に応じて、画像
処理端末２は、タグＩＤ、およびExif（Exchangeable image file format）形式の撮影時
の条件に関する情報（以下、Exif情報と記載する）を、ネットワーク５を介して画像管理
サーバ４に送信する。
【００２６】
　また、画像処理端末２は、撮影する毎に、静止画像または動画像をExif情報とともに、
ネットワーク５を介して画像管理サーバ４に送信する。
【００２７】
　ＩＤ発信機３は、図示しないＣＰＵ、ＲＯＭ、送信部等を備えた小型コンピュータであ
り、イベント会場内の天井等に設置され、例えば、図２に示すように、半径ａおよび高さ
ｂの照射エリア内で、発信機を一意に識別する発信機ＩＤを常時発信している。この発信
機ＩＤに紐付けられた位置情報が画像管理サーバ４に記憶されている。イベント会場内の
全ての位置情報を把握することができるように、ＩＤ発信機３は、会場内において、照射
エリア間隔で設置されることが望ましい。
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【００２８】
　ＩＣタグ６は、図示しないＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、送受信部等を備えた小型コンピュ
ータであり、ＩＤ発信機３の照射エリアに入ると、発信機ＩＤを受信し、自身のタグＩＤ
とともに発信機ＩＤを、ネットワーク５を介して、画像管理サーバ４へ送信する。
【００２９】
　画像管理サーバ４は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＨＤＤ（Hard　Disk　Drive
）等を有するコンピュータであり、画像処理端末２のカメラ情報、ＩＣタグ６のタグＩＤ
、発信機３の発信機ＩＤ、および発信機ＩＤに紐付く位置情報等を管理している。
【００３０】
　画像管理サーバ４は、画像処理端末２から初めて接続された際に送信されてくるExif情
報及びタグＩＤを受信すると、Exif情報に含まれる時刻情報から時刻補正情報を算出し、
Exif情報に含まれるカメラ情報と、タグＩＤと、時刻補正情報とを紐付けて管理する。
【００３１】
　また、画像管理サーバ４は、ＩＣタグ６からＩＤタグ及び発信機ＩＤを受信し、ＩＤタ
グ及び発信機ＩＤを紐付けて管理する。
【００３２】
　また、画像管理サーバ４は、画像処理端末２から撮影画像データ及び付随するExif情報
を受信すると、Exif情報に含まれる時刻情報を正しい時刻情報に補正するとともに、Exif
情報に含まれるカメラ情報から取得されるタグＩＤを介して位置情報を取得し、撮影画像
データと、正しい時刻情報と、位置情報と、タグＩＤとを紐付けて管理する。
【００３３】
　さらに、画像管理サーバ４は、管理している撮影画像データに基づいて、スライドショ
ー再生のためのデータを生成する。
【００３４】
　デジタルビデオカメラ７－１～７－３は、イベント会場内の所定位置（例えば、セッテ
ィングされたテーブル上や来場者の妨げにならない場所）に設置されており、会場内を動
画撮影している。撮影された動画像データは、画像管理サーバ４に転送され、動画像デー
タと位置情報（撮影場所）が紐付けられ画像管理サーバ４に記憶される。
　なお、デジタルビデオカメラ７－１～７－３の時刻情報は、予め、画像管理サーバ４が
管理している基準時刻情報に同期されている。
【００３５】
（画像処理端末の構成）
　図３は、画像処理端末２のハードウェアの構成例を示す図である。尚、図３の構成は、
あくまで一例であり、用途、目的に応じて様々な構成を採ることが可能である。
【００３６】
　画像処理端末２は、制御部２１、記憶部２２、通信制御部２３、入力部２４、表示部２
５、および撮影部２６などが、バス２７を介して接続される。
【００３７】
　制御部２１は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等で構成される。制御部２１は、記憶部２２に
記憶されたプログラムに基づいて所定の処理を行い、通話機能、ブラウザ機能、メール機
能、および撮影機能などを実現する。
【００３８】
　記憶部２２は、フラッシュメモリ（Flash Memory）等で構成され、制御部２１が実行す
るプログラム、プログラム実行に必要なデータ、ＯＳ等を格納するとともに、通信制御部
２３経由で提供されたデータ等を記憶する。
【００３９】
　通信制御部２３は、通信制御装置、通信ポート等を有し、画像処理端末２とネットワー
ク５間の通信を媒介する通信インターフェースであり、ネットワーク５を介して、他のコ
ンピュータ又は他の画像処理端末との音声通信やデータ通信の制御を行う。
【００４０】
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　入力部２４は、ボタンやタッチパネルなどで構成され、操作指示、動作指示、データ入
力等を行う。
　表示部２５は、液晶パネル等のディスプレイ装置であり、制御部２１から供給される情
報を表示する。
　入力部２４および表示部２５は、タッチパネルディスプレイのように、一体となってい
ても良い。
【００４１】
　撮影部２６は、デジタルスチルカメラ等からなり、制御部２１の制御の下、被写体を撮
影する。
【００４２】
（画像管理サーバの構成）
　図４は、画像管理サーバ４の構成例を示す図である。尚、図４の構成はあくまで一例で
あり、用途、目的に応じて様々な構成を採ることが可能である。
【００４３】
　画像管理サーバ４を実現するコンピュータは、制御部３１、記憶部３２、メディア入出
力部３３、通信制御部３４、入力部３５、表示部３６、周辺機器Ｉ／Ｆ（インターフェー
ス）部３７等が、バス３８を介して接続される。
【００４４】
　制御部３１は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等で構成される。
【００４５】
　ＣＰＵは、記憶部３２、ＲＯＭ、記録媒体等に格納されるプログラムをＲＡＭ上のワー
クメモリ領域に呼び出して実行し、バス３８を介して接続された各部を駆動制御し、画像
管理サーバ４が行う後述する処理を実現する。
　ＲＯＭは、不揮発性メモリであり、コンピュータのブートプログラムやＢＩＯＳ（Basi
c Input/Output System）等のプログラム、データ等を恒久的に保持している。
　ＲＡＭは、揮発性メモリであり、記憶部３２、ＲＯＭ、記録媒体等からロードしたプロ
グラム、データ等を一時的に保持するとともに、制御部３１が各種処理を行う為に使用す
るワークエリアを備える。
【００４６】
　記憶部３２は、ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）であり、制御部３１が実行するプロ
グラム、プログラム実行に必要なデータ、ＯＳ（オペレーティングシステム）等を格納す
る。プログラムに関しては、ＯＳに相当する制御プログラムや、後述する処理をコンピュ
ータに実行させるためのアプリケーションプログラムが格納されている。これらの各プロ
グラムコードは、制御部３１により必要に応じて読み出されてＲＡＭに移され、ＣＰＵに
読み出されて各種の手段として実行される。
【００４７】
　メディア入出力部３３（ドライブ装置）は、データの入出力を行い、例えば、ＣＤドラ
イブ（－ＲＯＭ、－Ｒ、－ＲＷ等）、ＤＶＤドライブ（－ＲＯＭ、－Ｒ、－ＲＷ等）等の
メディア入出力装置を有する。
　通信制御部３４は、通信制御装置、通信ポート等を有し、コンピュータとネットワーク
５間の通信を媒介する通信インターフェースであり、ネットワーク５を介して、他のコン
ピュータ間との通信制御を行う。
【００４８】
　入力部３５は、データの入力を行い、例えば、キーボード、マウス等のポインティング
デバイス、テンキー等の入力装置を有する。入力部３５を介して、コンピュータに対して
、操作指示、動作指示、データ入力等を行うことができる。表示部３６は、ＣＲＴモニタ
、液晶パネル等のディスプレイ装置、ディスプレイ装置と連携してコンピュータのビデオ
機能を実現するための論理回路等（ビデオアダプタ等）を有する。
【００４９】
　周辺機器Ｉ／Ｆ（インターフェース）部３７は、コンピュータに周辺機器を接続させる
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ためのポートであり、周辺機器Ｉ／Ｆ部３７を介してコンピュータは周辺機器とのデータ
の送受信を行う。
　周辺機器Ｉ／Ｆ部３７は、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）やＩＥＥＥ（The Institut
e of
Electrical and Electronics Engineers）１３９４やＲＳ－２３２Ｃ等で構成されており
、通常複数の周辺機器Ｉ／Ｆを有する。周辺機器との接続形態は有線、無線を問わない。
　バス３８は、各装置間の制御信号、データ信号等の授受を媒介する経路である。
【００５０】
　図５は、画像管理サーバ４の機能構成例を示すブロック図である。図５に示す機能部の
うちの少なくとも一部は、図４の制御部３１により所定のプログラムが実行されることに
よって実現される。
【００５１】
　受信部４１は、画像処理端末２から受信した撮影画像データ、Exif情報及びタグＩＤを
、管理情報算出部４２へ出力する。また、受信部４１は、ＩＣタグ６から受信したタグＩ
Ｄ及び発信機ＩＤを、管理情報算出部４２へ出力する。さらに、受信部４１は、デジタル
ビデオカメラ７から受信した動画像データ、撮影時刻、及び位置情報を、管理情報算出部
４２へ出力する。
【００５２】
　管理情報算出部４２は、カメラ情報登録処理、位置情報取得処理、画像管理処理、動画
像登録処理、及び、主役情報登録処理の各処理において異なる動作を行う。
【００５３】
　管理情報算出部４２は、カメラ情報登録処理においては、Exif情報及びタグＩＤを入力
する。そして、管理情報算出部４２は、Exif情報に含まれる時刻情報と、画像管理サーバ
４で管理している基準時刻情報との差分である時刻補正情報を算出する。そして、管理情
報算出部４２は、Exif情報に含まれるカメラ情報と、タグＩＤと、時刻補正情報とを紐付
けて、データベース管理部４３を介して、カメラ情報管理データベース５２へ記憶させる
。
【００５４】
　管理情報算出部４２は、位置情報取得処理においては、タグＩＤ及び発信機ＩＤを入力
し、タグＩＤと発信機ＩＤとを紐付けて、データベース管理部４３を介して、ＩＣタグ管
理データベース５３へ記憶させる。
【００５５】
　管理情報算出部４２は、画像管理処理においては、撮影画像データ及びExif情報を入力
する。そして、管理情報算出部４２は、Exif情報に含まれるカメラ情報及び時刻情報を取
得する。そして、管理情報算出部４２は、データベース管理部４３を介して、カメラ情報
管理データベース５２から、取得したカメラ情報に対応するタグＩＤと時刻補正情報とを
取得する。
　そして、管理情報算出部４２は、取得した時刻情報に、取得した時刻補正情報を加えて
、正しい時刻情報を算出する。
【００５６】
　次に、管理情報算出部４２は、データベース管理部４３を介して、ＩＣタグ管理データ
ベース５３から、取得したタグＩＤに対応する発信機ＩＤを取得し、発信機管理データベ
ース５１から、取得した発信機ＩＤに対応する位置情報を取得する。
　そして、管理情報算出部４２は、撮影画像データ、正しい時刻情報、タグＩＤ、及び、
位置情報を紐付けて、データベース管理部４３を介して、撮影画像管理データベース５４
に記憶させる。
【００５７】
　管理情報算出部４２は、動画像登録処理においては、動画像データ、撮影時刻、及び位
置情報を入力し、これらを紐付けて、データベース管理部４３を介して、動画像情報管理
データベース５５へ記憶させる。
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【００５８】
　管理情報算出部４２は、主役情報登録処理においては、タグＩＤ及び発信機ＩＤを入力
し、タグＩＤが予め記憶されている、イベント等における主役（例えば、花嫁などの特定
の人物）が所持するＩＣタグ６のタグＩＤと一致するか判定する。一致する場合には、管
理情報算出部４２は、データベース管理部４３を介して、発信機管理データベース５１か
ら、発信機ＩＤに対応する位置情報を取得する。そして、管理情報算出部４２は、データ
ベース管理部４３を介して、取得した位置情報を、画像管理サーバ４で管理している時刻
情報に紐付けて、主役情報管理データベース５６へ記憶させる。なお、管理情報算出部４
２は、位置情報及び時刻情報を、時系列に順に、主役情報管理データベース５６へ記憶さ
せる。
【００５９】
　データベース管理部４３は、管理情報算出部４２からの要求に基づき、発信機管理デー
タベース５１、カメラ情報管理データベース５２、ＩＣタグ管理データベース５３、撮影
画像管理データベース５４、動画像管理データベース５５、及び、主役情報管理データベ
ース５６の各データベースに対して入出力を行う。
【００６０】
　操作受付部４４は、ユーザによる入力部３５を用いた各種操作を受け付ける。
【００６１】
　画像処理部４５は、操作受付部４４で受け付けられた各種操作に応じて、撮影画像管理
データベース５４で管理されている撮影画像データの画像処理（例えば、画像トリミング
処理、スライドショーデータ生成処理等）を行う。
【００６２】
　発信機管理データベース５１は、図５に示すように、少なくとも、発信機ＩＤ５１Ａお
よび位置情報５１Ｂを紐付けて記憶する。これらの情報は、予め記憶されるものである。
　発信機ＩＤ５１Ａは、ＩＤ発信機３を一意に識別するための情報である。
　位置情報５１Ｂは、ＩＤ発信機３が設置されている場所を示す情報である。
【００６３】
　カメラ情報管理データベース５２は、図５に示すように、少なくとも、カメラ情報５２
Ａ、タグＩＤ５２Ｂ、および時刻補正情報５２Ｃを紐付けて記憶する。
　カメラ情報５２Ａは、撮影画像データに付随するExif情報に含まれるデジタルカメラに
関するカメラ情報（例えば、メーカ名、機種名等）である。
　タグＩＤ５２Ｂは、ＩＣタグ６を一意に識別するための情報である。
　時刻補正情報５２Ｃは、Exif情報に含まれる時刻情報と、画像管理サーバ４で管理され
ている基準時刻情報との差分情報（例えば、＋３０秒）であり、これは、画像処理端末２
で管理されている時刻と、画像管理サーバ４で管理されている時刻との差を表すものであ
る。
【００６４】
　ＩＣタグ管理データベース５３は、図５に示すように、少なくとも、タグＩＤ５３Ａお
よび発信機ＩＤ５３Ｂを紐付けて記憶する。
　タグＩＤ５３Ａは、ＩＣタグ６を一意に識別するための情報である。
　発信機ＩＤ５３Ｂは、ＩＤ発信機３を一意に識別するための情報である。
【００６５】
　撮影画像管理データベース５４は、図５に示すように、少なくとも、撮影画像データ５
４Ａ、撮影時刻５４Ｂ、タグＩＤ５４Ｃ、および位置情報５４Ｄを紐付けて記憶する。
　撮影画像データ５４Ａは、画像処理端末２で撮影されたＪＰＥＧ等のフォーマットの画
像データである。
　撮影時刻５４Ｂは、撮影画像データ５４Ａの正しい撮影時刻（基準時刻情報に基づいて
補正された撮影時刻）である。
　タグＩＤ５４Ｃは、撮影画像データ５４Ａを撮影した画像処理端末２に対応するＩＣタ
グ６のタグＩＤ５２Ｂである。
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　位置情報５４Ｄは、タグＩＤ５４Ｃと発信機ＩＤ（５３Ｂ、５１Ａ）を介して紐付く位
置情報５１Ｂである。
【００６６】
　動画像管理データベース５５は、図５に示すように、少なくとも、動画像データ５５Ａ
、撮影時刻５５Ｂ、および位置情報５５Ｃを紐付けて記憶する。
　動画像データ５５Ａは、デジタルビデオカメラ７で撮影された動画像データである。
　撮影時刻５５Ｂは、動画像データ５５Ａの撮影時刻である。
　位置情報５５Ｃは、撮影場所（デジタルカメラ７の設置場所）の位置を示す情報である
。
【００６７】
　主役情報管理データベース５６は、図５に示すように、すくなくとも、位置情報５６Ａ
、および時刻情報５６Ｂを、時系列に記憶する。
　位置情報５６Ａは、主役が所持するＩＣタグ６から送信されてきた発信機ＩＤに紐付け
られた、発信機管理データベース５１の位置情報５１Ｂである。
　時刻情報５６Ｂは、画像管理サーバ４がＩＣタグ６からタグＩＤ及び発信機ＩＤを受信
した時点での、画像管理サーバ４で管理されている時刻情報である。
【００６８】
（カメラ情報登録処理）
　図６は、画像処理端末２に内蔵されたデジタルカメラのカメラ情報を画像管理サーバに
登録する処理を説明するフローチャートである。
【００６９】
　はじめに、ユーザは、イベント会場に入場した際に、イベント主催者より配布されるＩ
Ｃタグ６を所持し、画像処理端末２のカメラ情報登録の案内を受ける。その案内に従って
、ユーザは、画像処理端末２へＩＣタグ６のタグＩＤを入力する。なお、ＩＣタグ６が、
例えば、画像処理端末２に装着可能なものである場合には、画像処理端末２が、装着され
たＩＣタグ６からタグＩＤを読み取るようにしてもよい。
【００７０】
　次に、ユーザが画像処理端末２に対してWi-fi接続を指示すると、ステップＳ１におい
て、画像処理端末２の制御部２１は、ネットワーク５を介して画像管理サーバ４に接続す
る。
【００７１】
　ステップＳ２において、画像処理端末２の制御部２１は、ユーザにより、内蔵するデジ
タルカメラのシャッタ（図示せず）が押下されたか否かを判定し、シャッタが押下される
まで待機する。ここでのシャッタ押下は、Exif情報を送信するための操作であり、被写体
撮影とは異なる。
【００７２】
　ステップＳ２において、画像処理端末２の制御部２１は、シャッタが押下されたと判定
すると、ステップＳ３に進み、入力された（または読み取られた）タグＩＤ、および、Ex
if情報を、ネットワーク５を介して画像管理サーバ４に送信する。
【００７３】
　ステップＳ４において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ネットワーク５を介して画
像処理端末から送信されてきたタグＩＤおよびExif情報を受信する。
　ステップＳ５において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ４の処理で受信
したExif情報からカメラ情報（例えば、メーカ名、機種名等）および時刻情報を取得する
。
【００７４】
　ステップＳ６において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ５の処理で取得
した時刻情報と、サーバで管理している基準時刻情報との差分（例えば、＋３０秒）であ
る時刻補正情報を算出する。
【００７５】
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　ステップＳ７において、画像管理サーバ４の制御部３１（データベース管理部４１）は
、ステップＳ４の処理で受信したタグＩＤ、ステップＳ５の処理で取得したカメラ情報、
および、ステップＳ６の処理で算出した時刻補正情報を、カメラ情報管理データベース５
２に登録する。
【００７６】
（位置情報取得処理）
　図７は、ＩＣタグ６から画像管理サーバ４が位置情報を取得する処理を説明するフロー
チャートである。
【００７７】
　ＩＤ発信機３は、図２に示すように、発信機を一意に識別する発信機ＩＤを、所定の照
射エリア内に向け常時発信している。
　ステップＳ１１において、ＩＣタグ６のＣＰＵは、ＩＤ発信機３で発信された発信機Ｉ
Ｄを、通信制御部（図示しない）を介して受信する。
　ステップＳ１２において、ＩＣタグ６のＣＰＵは、ステップＳ１１の処理で受信した発
信機ＩＤを、ＩＣタグ６のタグＩＤとともにネットワーク５を介して画像管理サーバ４に
送信する。その後、ステップＳ１１に戻り、上述した処理を繰り返し実行する。
【００７８】
　ステップＳ１３において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ＩＣタグ６から、タグＩ
Ｄと発信機ＩＤを受信する。
　ステップＳ１４において、画像管理サーバ４の制御部３１は、受信したＩＣタグと発信
機ＩＤとを紐付けて、ＩＣタグ管理データベース５３に登録する。
【００７９】
　すなわち、ＩＣタグ６は、イベント会場内の所在場所によって異なるＩＤ発信機３から
、異なる発信機ＩＤを受信し、タグＩＤとともに、画像管理サーバ４に送信する。画像管
理サーバ４は、受信したタグＩＤ及び発信機ＩＤを、ＩＣタグ管理データベース５３へ登
録し、必要に応じて、タグＩＤに対応する発信機ＩＤに紐付られた位置情報を、発信機管
理データベース５１から取得することで、そのＩＣタグ６を所持するユーザ（画像処理端
末２）の所在を確認することができる。
【００８０】
（画像管理処理）
　図８は、イベント会場内において撮影された画像を管理する処理を説明するフローチャ
ートである。
【００８１】
　ステップＳ２１において、画像処理端末２の制御部２１は、ユーザにより撮影が行われ
たか否かを判定し、撮影が行われるまで待機する。ステップＳ２１において、画像処理端
末２の制御部２１は、撮影が行われたと判定すると、ステップＳ２２に進み、撮影画像デ
ータを、ネットワーク５を介して画像管理サーバ４に送信する。
【００８２】
　ステップＳ２３において、画像管理サーバ４の制御部３１は、画像処理端末２からネッ
トワーク５を介して送信されてきた撮影画像データを受信する。
　ステップＳ２４において、画像管理サーバ４の制御部３１は、受信した撮影画像データ
に付随するExif情報からカメラ情報及び時刻情報を取得する。
　ステップＳ２５において、画像管理サーバ４の制御部３１は、取得したカメラ情報に対
応する時刻補正情報及びタグＩＤを、カメラ情報管理データベース５２から取得する。
【００８３】
　ステップＳ２６において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ２４で取得し
た時刻情報に、ステップＳ２５で取得した時刻補正情報を加えて、正しい時刻情報を算出
する。
　ステップＳ２７において、画像管理サーバ４の制御部３１は、取得したタグＩＤに対応
する発信機ＩＤを、ＩＣタグ管理データベース５３から取得して、取得した発信機ＩＤに
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対応する位置情報を、発信機管理データベースから取得する。
【００８４】
　ステップＳ２８において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ２３で受信し
た撮影画像データと、ステップＳ２５で取得したタグＩＤと、ステップＳ２６で算出した
正しい時刻情報と、ステップＳ２７で取得した位置情報とを紐付けて、撮影画像管理デー
タベース５４に登録する。
【００８５】
（スライドショー自動再生データ生成処理）
　図９は、画像管理サーバ４で管理されている撮影画像からスライドショー自動再生デー
タを生成する処理を説明するフローチャートである。この処理を開始する事前準備として
、イベントにおける主役（例えば、花嫁）が存在する場合、その主役にＩＣタグ６を所持
させ、所持させたＩＣタグ６から送信されてくる発信機ＩＤに紐付く位置情報を主役情報
として主役情報管理データベース５６で管理しているものとする。この処理で生成される
スライドショー自動再生データは、図１５を用いて後述するスライドショー再生処理に用
いられる。
【００８６】
　なお、この処理を開始する前に、「動画を使用する」または「動画を使用しない」を選
択する管理画面（図示せず）を表示部３６に表示させ、予め、ユーザに選択させる。つま
り、後述するステップＳ４８、Ｓ５７の処理において、時系列に撮影画像データをつなぐ
ことができない時間帯があると判定された場合、同時に撮影されていた動画像データを、
つなぎ画像として挿入するか否かを予め選択（設定）しておく。
【００８７】
　ステップＳ４１において、画像管理サーバ４の制御部３１は、主役情報管理データベー
ス５６に主役情報があるか否かを判定し、主役情報があると判定した場合、ステップＳ４
２に進み、主役情報管理データベース５６から位置情報及び時刻情報を読み出す。
【００８８】
　ステップＳ４３において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ４２の処理で
読み出した位置情報及び時刻情報に紐付けられる撮影画像データ群を、撮影画像管理デー
タベース５４から読み出す。読み出された画像データ群は、画像処理部４３によって、公
知の技術を用いて、空間的な大きさや被写体位置が揃えられたデータに加工される。
　ステップＳ４４において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ４３の処理で
読み出した撮影画像データ群を、各撮影画像データに紐付けられている時刻情報に基づい
て時系列につなぐ。
【００８９】
　ステップＳ４５において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ４４の処理で
時系列につないだ撮影画像データ群のうち、ほぼ同時刻に複数の画像があるか否かを判定
し、ほぼ同時刻に複数の画像があると判定した場合、ステップＳ４６に進む。
　例えば、図１０に示すように、ステップＳ４４の処理によって、時系列に画像Ｐ１、画
像Ｐ２、画像Ｐ３・・・とつなげられており、時刻ｔ１において、画像Ｐ３を含むＫ枚の
画像が存在する場合には、ステップＳ４６に進む。
【００９０】
　ステップＳ４６において、画像管理サーバ４の制御部３１は、抽出条件に基づいて、所
定枚数の画像を抽出する。例えば、公知の顔検出技術や笑顔認識技術を用い、ピントの合
っている画像や笑顔認識率の高い画像等を抽出条件とする。
【００９１】
　ステップＳ４７において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ４６の処理で
抽出した撮影画像データをつなぐ。これによって、シャッタの多い瞬間で（ほぼ、同時刻
に多く撮影されたタイミングで）、タイムフリーズ感を出した多視点でのスライドショー
再生が可能となる。
【００９２】
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　ステップＳ４５において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ４４の処理で
時系列につないだ撮影画像データ群のうち、ほぼ同時刻に複数の画像がないと判定した場
合、ステップＳ４６、Ｓ４７の処理をスキップし、ステップＳ４８に進む。
【００９３】
　ステップＳ４８において、画像管理サーバ４の制御部３１は、撮影画像データを時系列
につなぐことができない時間帯があるか否かを判定し、撮影画像データを時系列につなぐ
ことができない時間帯があると判定した場合、ステップＳ４９に進む。
　例えば、図１１（Ａ）に示すように、ステップＳ４４、ステップＳ４７の処理によって
、時系列に画像Ｐ１１、画像Ｐ１２、画像Ｐ１３とつなげられており、次の画像Ｐ１４と
の間につなぐ画像がない場合、つまり、時刻ｔ１１と時刻ｔ１２の時間帯において、つな
ぐ画像がない場合には、ステップＳ４９に進む。
【００９４】
　ステップＳ４９において、画像管理サーバ４の制御部３１は、動画を使用するか否かを
判定し、動画を使用すると判定した場合、ステップＳ５０に進む。つまり、図示せぬ管理
画面において、予め、「動画を使用する」が選択されている場合には、ステップＳ５０に
進む。
【００９５】
　ステップＳ５０において、画像管理サーバ４の制御部３１は、画像をつなぐことができ
ない時間帯の動画像データ群を、動画像管理データベース５４から読み出す。
　ステップＳ５１において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ５０の処理で
読み出した動画像データ群のうち、音声レベルが最も大きい動画像データを選択する。
【００９６】
　ステップＳ５２において、画像管理サーバ４の制御部３１は、画像をつなぐことができ
ない時間帯に、ステップＳ５１の処理で選択した動画像データを挿入する。
　これにより、例えば、図１１（Ｂ）に示すように、時刻ｔ１１と時刻ｔ１２の時間帯に
、動画像データＭ１が挿入される。
【００９７】
　画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ４８において、撮影画像データを時系列
につなぐことができない時間帯はないと判定した場合、または、ステップＳ４９において
、図示せぬ管理画面で「動画を使用しない」が選択されている場合には、ステップＳ６２
に進む。
【００９８】
　一方、ステップＳ４１において、画像管理サーバ４の制御部３１は、主役情報管理デー
タベース５６に主役情報がないと判定した場合、ステップＳ５３に進み、ほぼ同時刻に複
数撮影された撮影画像データ群を、撮影画像管理データベース５４から読み出す。
　例えば、図１２に示すように、時刻ｔ２１、時刻ｔ２２、時刻ｔ２３において、それぞ
れ、画像Ｐ２１、Ｐ２２、Ｐ２３を含む複数の画像群が撮影されており、それらの画像群
が読み出される。
【００９９】
　ステップＳ５４において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ５３の処理で
読み出した撮影画像データ群を、各撮影画像データに付随する撮影位置情報に基づいて並
び替える。
　例えば、図１３（Ａ）に示すように、ステップＳ５３の処理で読み出された撮影画像デ
ータ群が画像Ｐ３１～Ｐ４０であり、それらの撮影位置情報から、画像Ｐ３１、Ｐ３５、
Ｐ３６、Ｐ３８の撮影位置が近く、画像Ｐ３２、Ｐ３３、Ｐ３４、Ｐ３７、Ｐ３９、Ｐ４
０の撮影位置が近かった場合、図１３（Ｂ）に示すように並び替えられる。
【０１００】
　ステップＳ５５において、画像管理サーバ４の制御部３１は、抽出条件（例えば、ピン
トの合っている画像、笑顔認識率の高い画像）に基づいて、所定枚数の画像を抽出する。
　ステップＳ５６において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ５５の処理で
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抽出した撮影画像データをつなぐ。
【０１０１】
　ステップＳ５７において、画像管理サーバ４の制御部３１は、撮影画像データを時系列
につなぐことができない時間帯があるか否かを判定し、時系列につなぐことができない時
間帯（図１１（Ａ）参照）があると判定した場合、ステップＳ５８に進む。
【０１０２】
　ステップＳ５８において、画像管理サーバ４の制御部３１は、動画を使用するか否かを
判定し、動画を使用すると判定した場合、ステップＳ５９に進む。つまり、図示せぬ管理
画面において、「動画を使用する」が選択されている場合には、ステップＳ５９に進む。
【０１０３】
　ステップＳ５９において、画像管理サーバ４の制御部３１は、画像をつなぐことができ
ない時間帯の動画像データ群を、動画像管理データベース５５から読み出す。
　ステップＳ６０において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ５９の処理で
読み出した動画像データ群のうち、音声レベルが最も大きい動画像データを選択する。
【０１０４】
　ステップＳ６１において、画像管理サーバ４の制御部３１は、画像をつなぐことができ
ない時間帯に、ステップＳ６０の処理で選択した動画像データを挿入する（図１１（Ｂ）
参照）。
【０１０５】
　画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ５７において、撮影画像データを時系列
につなぐことができない時間帯はないと判定した場合、または、ステップＳ５８において
、図示せぬ管理画面で「動画を使用しない」が選択されている場合には、ステップＳ６２
に進む。
【０１０６】
　ステップＳ６２において、画像管理サーバ４の制御部３１は、時系列につなげられた撮
影画像データおよび動画像データを、スライドショー自動再生データとして記憶部３２に
記憶させ、処理を終了する。
【０１０７】
　なお、スライドショー自動再生データを生成する処理は、前述のものに限られず、その
趣旨を逸脱しない範囲で変更可能である。
　例えば、ステップＳ５３では、画像管理サーバ４の制御部３１は、時刻情報における所
定の時間間隔ごと（又は、ほぼ同時刻）に、その時間間隔に時刻情報をもつ複数の撮影画
像データを、撮影画像管理データベース５４から読み出してもよい。
　そして、ステップＳ５４では、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ５３で読
み出した撮影画像データのうち、位置情報が多く集まっている位置付近に位置情報をもつ
撮影画像データを選択してもよい。
　こうすることにより、撮影画像データが多く集まっている時間と位置に係る撮影画像デ
ータをつないでスライドショー自動再生データを生成することができる。
【０１０８】
　また例えば、ステップＳ５１、及び、ステップＳ６０では、画像管理サーバ４の制御部
３１は、画像をつなぐことができない時間帯の両端の撮影画像データの位置情報と近い位
置情報を持つ動画像を選択してもよい。
　こうすることにより、鑑賞時に違和感のないスライドショー自動再生データを生成する
ことができる。
　なおこれは、後述する図１４のステップＳ７７でも同様である。
【０１０９】
（スライドショー手動再生データ生成処理）
　図１４は、画像管理サーバ４で管理されている撮影画像からスライドショー手動再生デ
ータを生成する処理を説明するフローチャートである。この処理で生成されるスライドシ
ョー手動再生データは、図１５を用いて後述するスライドショー再生処理に用いられる。
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【０１１０】
　ステップＳ７１において、画像管理サーバ４の制御部３１は、撮影画像データ群を撮影
画像管理データベース５４から読み出す。
　ステップＳ７２において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ７１の処理で
読み出した撮影画像データ群を、所定時間毎、各撮影画像データに付随する撮影位置情報
に基づいて並び替える。
【０１１１】
　ステップＳ７３において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ７２の処理で
所定時間毎に並べ替えられた撮影画像データを時系列につなぐ。
　ステップＳ７４において、画像管理サーバ４の制御部３１は、撮影画像データを時系列
につなぐことができない時間帯があるか否かを判定し、時系列につなぐことができない時
間帯（図１１（Ａ）参照）があると判定した場合、ステップＳ７５に進む。
【０１１２】
　ステップＳ７５において、画像管理サーバ４の制御部３１は、撮影画像データを時系列
につなぐことができない時間帯が発生すると、ポップアップ画面（図示せず）を表示部３
６に表示させ、「動画を使用する」または「動画を使用しない」をユーザに選択させ、「
動画を使用する」が選択されたと判定した場合、ステップＳ７６に進む。
【０１１３】
　ステップＳ７６において、画像管理サーバ４の制御部３１は、画像をつなぐことができ
ない時間帯の動画像データ群を、動画像管理データベース５５から読み出す。
　ステップＳ７７において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ７６の処理で
読み出した動画像データ群のうち、音声レベルが最も大きい動画像データを選択する。
【０１１４】
　ステップＳ７８において、画像管理サーバ４の制御部３１は、画像をつなぐことができ
ない時間帯に、ステップＳ７７の処理で選択した動画像データを挿入する（図１１（Ｂ）
参照）。
【０１１５】
　画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ７４において、撮影画像データを時系列
につなぐことができない時間帯はないと判定した場合、または、ステップＳ７５において
、図示せぬポップアップ画面で「動画を使用しない」が選択された場合には、ステップＳ
７９に進む。
　ステップＳ７９において、画像管理サーバ４の制御部３１は、時系列につなげられた撮
影画像データおよび動画像データを、スライドショー手動再生データとして記憶部３２に
記憶させ、処理を終了する。
【０１１６】
（スライドショー再生処理）
　図１５は、画像管理サーバ４で生成されたスライドショー自動再生データおよびスライ
ドショー手動再生データのスライドショー再生処理を説明するフローチャートである。
【０１１７】
　ステップＳ９１において、画像管理サーバ４の操作受付部４２は、ユーザからの入力部
３５を用いたスライドショー再生指示を受け付け、スライドショー再生画面を表示部３６
に表示させる。
【０１１８】
　これにより、例えば、図１６に示すような、スライドショー再生画面１０１が表示部３
６に表示される。
　スライドショー再生画面１０１には、会場全体の画像を表示させる会場全体表示エリア
１０２、読み出したスライドショーを再生させるスライド再生エリア１０３、スライドシ
ョーの全体の再生時間を視覚的な長さで示すシークバー１０４、自動再生操作部１０５、
および手動再生操作部１０６が表示されている。
【０１１９】
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　会場全体表示エリア１０２には、予め会場全体を上部から撮影した画像が表示されると
ともに、スライド再生エリア１０３に表示されている画像の撮影位置が、撮影位置Ｑで示
されている。
　シークバー１０４には、現在の再生位置を示すスライダ１０４Ａが表示されている。
　自動再生操作部１０５には、自動再生する場合に選択される自動再生ボタン１０５Ａ、
スライドショー自動再生データを図示しない記録メディアに書き出す（記録する）書出し
ボタン１０５Ｂ、および写真プリントボタン１０５Ｃ等が表示されている。
　手動再生操作部１０６には、手動再生する場合に選択される手動再生ボタン１０６Ａ、
編集する場合に選択される記録ボタン１０６Ｂ、編集データを再生する場合に選択される
再生ボタン１０６Ｃ、編集データを記録メディアに書き出す（記録する）書出しボタン１
０６Ｄ、および写真プリントボタン１０６Ｅ等が表示されている。
【０１２０】
　図１５の説明に戻る。
　ステップＳ９２において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ユーザによって、自動再
生ボタン１０５Ａが選択された場合には、ステップＳ９３に進み、手動再生ボタン１０６
Ａが選択された場合には、ステップＳ９５に進む。
【０１２１】
　ステップＳ９３において、画像管理サーバ４の制御部３１は、図９のフローチャートを
用いて生成され、記憶部３２に記憶されているスライドショー自動再生データを読み出す
。
　ステップＳ９４において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ９３の処理で
読み出したスライドショー自動再生データを、スライドショー再生画面１０１のスライド
再生エリア１０３に再生させる。
【０１２２】
　一方、ステップＳ９５において、画像管理サーバ４の制御部３１は、図１４のフローチ
ャートを用いて生成され、記憶部３２に記憶されているスライドショー手動再生データを
読み出す。
　ステップＳ９６において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ステップＳ９５の処理で
読み出したスライドショー手動再生データを、スライドショー再生画面１０１のスライド
再生エリア１０３に再生させる。
【０１２３】
　ステップＳ９７において、画像管理サーバ４の制御部３１は、記録ボタン１０６Ｂが選
択されたか否かを判定し、記録ボタン１０６Ｂが選択されるまで、スライドショーの再生
を継続させる。
　ステップＳ９７において、画像管理サーバ４の制御部３１は、記録ボタン１０６Ｂが選
択されたと判定した場合、ステップＳ９８に進み、再生中のスライドショーを記憶部３２
に記録開始する。
【０１２４】
　ステップＳ９９において、画像管理サーバ４の制御部３１は、記録終了か否かを判定し
、記録終了と判定されるまで、再生中のスライドショーの記録を行う。
　例えば、ユーザは、再生中のスライドショーにおいて、編集したいシーンで記録ボタン
１０６Ｂを選択することで、そのシーンを記憶部３２に記録することができる。また、ユ
ーザは、再生ボタン１０６Ｃを選択することで、記録したシーンを再生し、編集内容を確
認することができる。このようにして、ユーザは、手動でスライドショーの編集を行うこ
とができる。
　また、編集作業としては、例えば、スライドショーの再生中、スライダバー１０４Ａを
左右に動かし、再生時刻を前後させたり、あるいは、会場全体表示エリア１０２内の所定
位置を選択することで、その位置（撮影位置Ｑ）に紐付いた撮影画像のスライドショーを
再生させることもできる。
【０１２５】
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　ステップＳ９９において、画像管理サーバ４の制御部３１は、記録終了と判定した場合
、ステップＳ１００に進み、書出しボタン１０５Ｂまたは書出しボタン１０６Ｄが選択さ
れたか否かを判定する。
【０１２６】
　ステップＳ１００において、画像管理サーバ４の制御部３１は書出しボタン１０５Ｂま
たは書出しボタン１０６Ｄが選択されたと判定した場合、ステップＳ１０１に進み、スラ
イドショーデータを記録メディア（図示せず）に記録させる。
　例えば、書出しボタン１０５Ｂが選択された場合には、スライドショー自動再生データ
が記録メディアに記録され、書出しボタン１０６Ｄが選択された場合には、編集データが
記録メディアに記録される。
【０１２７】
　ステップＳ１００において、画像管理サーバ４の制御部３１は、写真プリントボタン１
０５Ｃまたは写真プリントボタン１０６Ｅが選択されたか否かを判定し、写真プリントボ
タン１０５Ｃまたは写真プリントボタン１０６Ｅが選択されたと判定した場合、ステップ
Ｓ１０３に進み、スライドショー再生画面１０１上におすすめプリント画面（図示せず）
を表示させる。
　例えば、おすすめプリント画面には、所定の判定基準（例えば、ピントが合う画像、笑
顔認識率が高い画像、動画像データ中の音声レベルが高い時刻の画像等）に基づいて、所
定枚数の画像が、おすすめプリントとして提示される。
【０１２８】
　ステップ１０４において、画像管理サーバ４の制御部３１は、ユーザにより、おすすめ
プリント画面に提示された画像の中から、印刷する画像が選択され、印刷指示されたか否
かを判定し、印刷指示されるまで待機する。
　ステップＳ１０４において、画像管理サーバ４の制御部３１は、印刷指示されたと判定
した場合、ステップＳ１０５に進み、図示しないプリンタに選択画像データを転送し、印
刷を指示する。
【０１２９】
　ステップＳ１０１またはステップＳ１０５の処理の後、ステップＳ１０６に進み、画像
管理サーバ４の制御部３１は、スライドショーの再生が終了されたか否かを判定し、スラ
イドショーの再生が終了されていないと判定した場合、ステップＳ９２に戻り、上述した
処理を繰り返し実行する。
　そして、ステップＳ１０６において、画像管理サーバ４の制御部３１は、スライドショ
ーの再生が終了されたと判定した場合、処理を終了する。
【０１３０】
［本発明の実施の形態における効果］
　１．以上のように、イベント会場において、各画像処理端末２で撮影された撮影画像を
画像管理サーバ４で時系列につなげて管理することで、スライドショーを自動再生するこ
とができるだけでなく、簡単な操作で、編集作業を行うことも可能となる。
　２．時系列に撮影画像データをつなげた際、撮影画像データをつなげることができない
時間帯には、別で撮影した動画像データを挿入することで、エンターテイメント性のある
スライドショーを提供することができる。
【０１３１】
　以上、添付図面を参照しながら、本発明に係る画像編集システム等の好適な実施形態に
ついて説明したが、本発明はかかる例に限定されない。当業者であれば、本願で開示した
技術的思想の範疇内において、各種の変更例又は修正例に想到し得ることは明らかであり
、それらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【０１３２】
　１………撮影画像編集システム
　２－１～２－３………画像処理端末
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　３－１～３－３………ＩＤ発信機
　４………画像管理サーバ
　５………ネットワーク
　６－１～６－３………ＩＣタグ
　７－１～７－３………デジタルビデオカメラ
　２１………制御部
　２６………撮影部
　３１………制御部
　４１………画像処理部
　５１………発信機管理データベース
　５２………カメラ情報データベース
　５３………撮影画像管理データベース
　５４………主役情報データベース
　５５………動画像管理データベース
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